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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月12日(2010.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれのタイヤの空気圧を示す信号を車の制御装置に出力するタイヤ空気圧監視装置
を有し、前記車の制御装置はユーザーＩ／Ｏを有している、車の各タイヤの空気圧を監視
する方法であって、
　いずれか１つのタイヤのタイヤ空気圧エラーを検出することと、
　前記のいずれか１つのタイヤの前記タイヤ空気圧エラーを示す第１の感覚認知信号をユ
ーザーに提供することと、
　次いで、予想されるタイヤ空気入れ作業を示すユーザー入力を検出することと、
　次いで、前記のいずれか１つのタイヤの空気圧が所定のタイヤ空気圧にほぼ等しくなっ
たことに応答して第２の感覚認知信号をユーザーに提供すること、
　を有する、車の各タイヤの空気圧を監視する方法。
【請求項２】
　前記第１の感覚認知信号が視覚表示を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ユーザー入力が視覚表示上にある入力ボタンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の感覚認知信号が視覚表示と聴覚信号の少なくとも一方を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザー入力を検出した後、
　第１のタイヤの空気圧の変化を検出することと、
　前記第１のタイヤが前記のいずれか１つのタイヤとほぼ同じかどうかを判定することと
、
　前記第１のタイヤが前記のいずれか１つのイヤとは異なっていることに応答して第３の
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感覚認知信号をユーザーに提供すること、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第３の感覚認知信号が視覚表示と聴覚信号の少なくとも一方を含む、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　それぞれのタイヤの空気圧を示す信号を車の制御装置に供給するタイヤ空気圧監視装置
を有し、前記車の制御装置はユーザーＩ／Ｏを有している、車の各タイヤの空気圧を監視
する方法であって、
　前記車の制御装置によって前記ユーザーＩ／Ｏを作動させ、空気圧エラーを有する少な
くとも１つのタイヤを特定するタイヤ空気圧エラー信号を出力することと、
　次いで、前記車の制御装置によって前記ユーザーＩ／Ｏを監視し、予想されるタイヤ空
気入れ作業を示すユーザー入力を検出することと、
　次いで、前記車の制御装置によって前記ユーザーＩ／Ｏを作動させ、前記の少なくとも
１つのタイヤの空気圧が所定のタイヤ空気圧にほぼ等しくなったことに応答してタイヤ充
満信号を供給すること、
　を有する、車の各タイヤの空気圧を監視する方法。
【請求項８】
　前記タイヤ空気圧エラー信号が視覚表示を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザー入力が視覚表示上にある入力ボタンを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記タイヤ充満信号が視覚表示と聴覚信号の少なくとも一方を含む、請求項７に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記車の制御装置によって第１のタイヤのタイヤ空気圧の変化を求めることと、
　前記車の制御装置によって前記第１のタイヤが前記の少なくとも１つのタイヤと同じか
どうかを判定することと、
　前記車の制御装置によって前記ユーザーＩ／Ｏを作動させ、前記第１のタイヤが前記の
少なくとも１つのタイヤとは異なっていることに応答して誤タイヤ信号を出力すること、
　をさらに有する、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記誤タイヤ信号が視覚表示と聴覚信号の少なくとも一方を含む、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１３】
　車のタイヤの空気圧を監視する方法であって、
　少なくとも１つのタイヤのタイヤ空気圧エラーの存在を求めることと、
　求められた前記タイヤ空気圧エラーに応答して前記の少なくとも１つのタイヤを特定す
るタイヤ空気圧エラー信号を発生することと、
　次いで、タイヤ空気入れ作業を示すユーザー入力を検出することと、
　次いで、前記の少なくとも１つのタイヤの空気圧がタイヤ充満空気圧にほぼ等しくなっ
たことに応答してタイヤ充満信号を発生すること、
　を有する、車の各タイヤの空気圧を監視する方法。
【請求項１４】
　前記タイヤ空気圧エラーが視覚表示によって示される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザー入力が視覚表示上にある入力ボタンを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記タイヤ充満信号が視覚表示または聴覚信号の少なくとも一方を含む、請求項１３に
記載の方法。
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【請求項１７】
　第１のタイヤのタイヤ空気圧の変化をも求めることと、
　前記第１のタイヤが前記の少なくとも１つのタイヤと同一であるかどうかを判定するこ
とと、
　前記第１のタイヤが前記の少なくとも１つのタイヤとは異なっていることに応答して誤
タイヤ信号を発生すること、
　をさらに有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記誤タイヤ信号が視覚表示と聴覚信号の一方である、請求項１７に記載の方法。
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